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研究成果の概要（和文）：中堅看護師のチームワーク・コンピテンシーの特徴、影響を及ぼす要

因を検討した。チームワーク・コンピテンシーは、「病棟運営・人的環境づくりへの積極的な関

わり」など 11因子から成り立っていた。状況を見極め働きかける行動は徐々に向上するが、相

手の思いを引き出し関わる行動は、ベテラン層で有意に向上した。リーダーや役職の経験、看

護師長のリーダーシップや看護のチームワークが、チームワーク・コンピテンシーに影響して

いた。リーダーなど責任を担うチャンスをつくり、活かす経験学習の効果的な活用や、看護師

長の関わりが中堅看護師のチームワーク・コンピテンシーの教育として有用であることが考え

られた。 

 
研究成果の概要（英文）：The purpose of this study was to clarify the characteristics and 
influence factors of teamwork competencies of mid-level nurses(experience range 
5-10years).After analyzing teamwork competencies by the factors, its relationships with 
head nurses’ leadership, teamwork, experience of leader, experience of nursing 
management. As a results, eleven factors were found, ie.”Aggressive management of units”. 
Teamwork competencies were related head nurses’ leadership, teamwork, experience of 
leader, experience of nursing management. 
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１．研究開始当初の背景 
 専門職はそれぞれの能力を活用して専門
性を発揮するとともに、専門職同士が効果的
に連携することが必要である。近年、チーム
ワークの効果について注目されているが、効
果的なチームワークはメンバー同士の知的

刺激や交流だけではなく、それをとおして新
規の発想、創造的な成果を生み出すレベルに
あると言われる。また、チームが存在するだ
けでは、効果的なチームワークは存在するこ
とはできない。付加価値のある成果をもたら
すことはできず、チームワークを育み、活性
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化し、発展させるための働きかけが必要で、
これらをチームワーク・コンピテンシーと呼
ぶ。コンピテンシーは「職務上の高い成果や
業績と直接結びつき、個人が内的に保有する
が、行動として顕在化するもの」であり、「知
識、スキル、態度を中心としてとらえ、それ
らが行動として顕在化する」ものであると言
える。チームワーク・コンピテンシーには、
業務の特徴、監督者のコントロールなどの要
因が影響を及ぼし、また、チームワークとの
関連が示唆されている。 
 医療においても様々なチームが存在する。
看護チームにおいても、チームメンバーが相
互に助け合い、刺激しあうチームワークが存
在し、その中で中堅看護師が重要な役割を果
たすことが期待されている。中堅看護師がチ
ームメンバーに影響を及ぼし、チームワーク
を活性化する働きかけは、チームワーク・コ
ンピテンシーと言える。チーム医療において
看護師は、看護職者間の関係を基盤としてそ
の役割を発揮しており、看護チームにおける
チームワーク・コンピテンシーはチーム医療
を展開するうえでも重要な要素であると言
える。また、中堅看護師には、専門性の向上
の他に、看護チームへの貢献が期待されてい
る一方、中堅看護師に対する教育は、管理者
のリーダーシップ研究に基づくものに限ら
れている。 
 医療においては、救急医療チームを中心と
したチームワーク・コンピテンシーについて
の研究はみられるが、看護の特徴を捉えたチ
ームワーク・コンピテンシーは明らかにされ
ていない。緊急時の対応だけではなく、一定
期間同じ病棟スタッフとして働きながら、看
護ケアの質の向上を目指して、メンバーを教
育し、対人的な葛藤を対処し、日々のケアの
中で必要なところは協力し合う関わりが行
われていると考えられる。また、患者や家族
のゆらぎに寄り添うことで生じる看護者自
身のゆらぎを、同僚の看護スタッフとの関わ
りをとおして軽減させながら、ケアに向かう
という看護師同士の関わりは見いだされて
いない。看護のチームワークに大きく影響を
及ぼす中堅看護師のチームワーク・コンピテ
ンシーを明らかにし、中堅看護師の教育に結
びつける取り組みが必要である。 
 
２．研究の目的 
 中堅看護師が、質の高いケアを目指して看
護チームのチームメンバーやチームワーク
に影響を及ぼすチームワーク・コンピテンシ
ーの特徴、及びチームワーク・コンピテンシ
ーに影響を及ぼす要因を明らかにし、中堅看
護師のチームワーク教育について示唆を得
ることを目的とする。 
 
３．研究の方法 

 (1)研究デザイン：質問紙による量的研究。 
 (2)対象：一般病床数が 300 床以上の病院で
勤務する看護師（看護師長、新人看護師を除
く）約 1000 名を対象とする。(3)調査方法：
対象施設を層別化し、理論的サンプリングを
行った後、施設の看護部門の責任者に研究協
力の承諾を得る。対象病院の対象看護師に質
問紙を配布してもらい、回収は返信用封筒を
用いて個別に投函してもらう。(4)調査内
容：文献検討とインタビュー調査に基づいて
作成した質問紙（案）で、パイロットテスト
によって修正した質問紙を用いる。デモグラ
フィックデータ（年齢、看護経験年数、現病
棟での経験年数、教育背景、役職経験の有無、
病棟の忙しさ等）、チームワーク・コンピテ
ンシー（７２項目、７段階リッカ―ト尺度）、
看護師長のリーダーシップ（６項目、５段階
リッカ―ト尺度）、看護チームのチームワー
ク（７項目、５段階リッカ―ト尺度）につい
て調査する。(5)倫理的配慮：所属大学の看
護研究倫理審査委員会の承認を得た。自由意
志の尊重、任意の参加の保証、匿名性の確保、
プライバシーの保証などについて配慮を行
った。 
 
４．研究成果 
全国の一般病床数 300 床以上の 49 病院に

勤務する看護師 2,422 名（看護師長、新人看
護師を除く）に質問紙を配布し、回収数 1,336
部（回収率 55.2％）であった。質問紙のうち、
対象外（1年目看護師）、白紙、チームワーク・
コンピテンシーの質問項目に 90％以上同じ
回答をしているものは無効とみなし、1,303
部（有効回答率 97.5％）を分析対象とした。  

対象者全体の特徴について分析し、次に看
護経験２年目～４年目を若手、５年目～10年
目を中堅、11年目以上をベテランとして、対
象者を層別して分析を行った。 
 全対象のチームワーク・コンピテンシーの
特徴について、記述統計を用いて分析した。
自己の行動のモデリングとしての活用、バッ
クアップ、情報共有、メンバーへの信頼と尊
重、自己の責任ある行動についての項目は、
他の項目に比べて高く実施されており、ばら
つきも小さかった。状況に呼応した人間環境
や他のスタッフへの働きかけ、仕事上の思い
や相互理解に向けた働きかけ、組織とのつな
がりを意識した行動、看護師長への働きかけ、
自己の思いを表出し共有すること、エビデン
スのある意見の表示、一時的な感情をコント
ロールしネガティブな行動の表出を避ける
ことについては、実施する程度は低く回答さ
れているが、回答のばらつきが大きいことか
ら、個人によって実践の程度が異なることが
考えられた。 
 次にチームワーク・コンピテンシーの特徴
について、若手、中堅、ベテランで比較し、



中堅看護師の特徴について検討した。「忙し
い時は、自分ができることを手伝う」につい
ては、平均値が高くばらつきも小さい項目で
あり、層別で有意な差が見られなかった。「問
題をかかえた時は誰かに相談する」、「自分の
行動に確信がとれない時は、他の人の意見を
聞く」、「イライラして自分で処理できない思
いは誰かに聞いてもらう」などの項目は、全
体として平均値が低くばらつきが大きい項
目であり、層別でも有意な差はみられなかっ
た項目である。これらを除外すると、ほとん
どの項目で若手―ベテラン間でチームワー
ク・コンピテンシーの実践の程度に有意な差
が見られた。若手―中堅、中堅―ベテランの
あいだで有意な差が見られた項目は（一元配
置分析の後、多重比較を行う）、「仕事で不足
しているところに気づいたら、本人に伝え
る」、「意見が違うときは、自分の考えを相手
に伝える」、「スタッフ間のトラブルは当事者
や第三者の話を聞いて総合的に判断する」、
「リーダーが中心となって働きやすいよう
に協力する」などの項目であった。これらの
項目は、全体の状況、相手の状況を冷静に見
極め、必要なところに適切に働きかけていく
行動であり、看護経験を積み重ねていくこと
で、培われていく能力であることが示唆され
た。また、意見を言う、協力するなど一歩前
に踏み出して、他者に働きかける行動でもあ
る。ベテランと若手、中堅との間で有意な差
が見られるが、若手―中堅では差が見られな
い項目は、「物事をすすめるときは、周りの
スタッフを活用する」、「スタッフそれぞれの
特徴を知っている」、「スタッフとは何でもオ
ープンに話せる」、「イライラや緊張した雰囲
気があれば、和むように働きかける」、「教え
るときは、問いかけながら相手の思考を引き
出す」などであった。これらの項目は、相手
を理解し、相手の思いや考えを引き出しなが
ら上手にかかわっていく行動を示すもので
あった。 
チームワーク・コンピテンシー72項目を主

因子法、プロマックス回転によって因子分析
した、11因子を抽出した。共通因子を確認し、
共通性がみられない因子負荷量 0.33以下の 7
項目を除外した。チームワーク・コンピテン
シー65 項目を用いて再度因子分析を実施し、
11 因子となった。各因子を「病棟運営・人的
環境づくりへの積極的な関わり」、「スタッフ
や仕事状況のモニタリング、支援」、「意図的
な話しやすい雰囲気づくり」、「自己・他者に
対する責任」「仕事を通した他者成長支援」、
「自己の影響の自覚とコントロール」、「看護
チームやメンバーの尊重と信頼」、「さりげな
い働きかけを基盤とした精神的サポート」、
「他者への波及・拡張を意図した思い、判断、
行動の提示」「病棟やスタッフ理解」、「他者
の有効活用」と命名した。因子間の相関関係

も 0.2～0.5と因子間で相関関係がみられた。
これらの結果は、文献検討とインタビュー調
査に基づいて作成した概念枠組みとほぼ同
じ構造であることが分かった。また、α係数
は、「他者の有効活用」は 0.64 であったが、
それ以外は 0.82～0.90 と高い内的整合性が
みられた。看護師のチームワーク・コンピテ
ンシーは、相互尊重・信頼を基に、ケアの提
供を直接・間接的に支え、基盤となる心理的
要素の安定化を図り、知を拡張しようとする
ものであった。 
 チームワーク・コンピテンシーの構造の特
徴を若手、中堅、ベテランによって違いがみ
られるのかをみるために、チームワーク・コ
ンピテンシーの 65 項目を各層ごとに因子分
析を行った。中堅においては 12因子となり、
因子負荷量が高い項目を中心に共通性を確
認すると因子の構造には全対象での因子分
析結果と殆ど同じ傾向がみられた。また、因
子間の相関を確認したところ、第 12 因子を
除き、0.3～0.6と因子間で相関関係がみられ
た。ベテラン層においては、11 因子となり、
因子負荷量が高い項目を中心に共通性を確
認すると、中堅と同様に因子の構造には全対
象での因子分析結果と殆ど同じ傾向がみら
れた。また、因子間の相関は、0.2～0.5と相
関関係がみられた。若手でのチームワーク・
コンピテンシーの因子分析結果は、15因子と
なった。15 因子の構造を見てみると、第１因
子から 12 因子までは、全対象での因子分析
結果とほとんど同じ傾向がみられており、第
13 因子 3 項目、第 14 因子 2 項目、第 15因子
1 項目と共通性のある項目が少ない因子が異
なる結果がみられた。これらのことから、チ
ームワーク・コンピテンシーの構造は、中堅、
ベテランではほぼ同じ構造であることが明
らかとなり、更に、若手においても因子数は
異なるもののほとんどの因子においては同
様の構造であることが分かった。 
 チームワーク・コンピテンシーについては、
構造化された特徴は明白にされておらず、因
子分析結果とはいえ、経験層別の集団におい
ても、全対象とほとんど同じ構造がみられた
ことは、その変数間の潜在的な関係性に特徴
があることが考えられた。これらの結果につ
いては、データを検証し、影響要因との関連
性を含めた潜在因子間の関係を確認するこ
とにより、その構造、特徴を明らかにするこ
とができると考えられる。これについては、
本データをさらに統計的に分析していく必
要がある。 
 次に、チームワーク・コンピテンシーに影
響する要因について分析した。チームワー
ク・コンピテンシーに影響する要因は、業務
の特徴、監督者のコントロールなどの要因で
あり、また、チームワークとの関連が示唆さ
れている。これらの先行研究の結果から看護



職のチームワーク・コンピテンシーの 11 因
子を従属変数に、病棟の忙しさの程度、看護
師長のリーダーシップ、病棟の看護チーム
（チームナーシングには限定せず、病棟で一
緒に働く看護師）のチームワークを独立変数
として重回帰分析（ステップワイズ法）を行
った。更に、個人的要因として、リーダー経
験有、役職有についても独立変数として分析
した。尚、全対象での同様の変数投入による
重回帰分析の結果、看護経験年数がチームワ
ーク・コンピテンシーに影響を及ぼしていた。
看護チームのチームワークは看護職のチー
ムワーク・コンピテンシーの 11 因子すべて
に対して影響を及ぼしていた。看護師長のリ
ーダーシップのうち、スタッフの取り組みの
評価は、チームワーク・コンピテンシーの「病
棟運営・人的環境づくりへの積極的な関わ
り」「看護チームやメンバーへの尊重と信頼」
の因子に影響していた。リーダー経験有や副
看護師長などの役職有、病棟の忙しさもチー
ムワーク・コンピテンシーのほとんどの因子
に影響を及ぼしていた。看護職のチームワー
ク・コンピテンシーには、個人的要因や環境
要因、看護チームや看護師長のリーダーシッ
プが影響していた。看護職のチームワーク・
コンピテンシーは、看護経験年数だけではな
く、リーダー経験や副看護師長などの役職を
経験することで、その能力が培われることが
考えられた。また、個人がその能力を有し行
動化しているかだけではなく、所属する看護
チームのチームワーク、看護師長のリーダー
シップの影響を受けて相互作用的に発揮さ
れていることが考えられた。 
 これらの結果から、看護経験を積み重ねる
ことにより看護職のチームワーク・コンピテ
ンシーの実践の程度は向上していくことが
明らかになったが、特に看護経験 11 年以上
のベテラン層になるとチームワーク・コンピ
テンシーに大きな違いがみられることが分
かった。また、それらに係る要因として、役
職の経験や、リーダー経験が関連しているこ
とから、一方的な集合教育だけではなく、責
任をもちメンバーをリードし、支援する役割
を担い、それらの経験をどのように活かして
いくのかという経験学習の要因がチームワ
ーク・コンピテンシーの向上に係ることが考
えられた。 
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